
　

有
力
豪
族
の
氏
寺
と
し
て
始
ま
っ
た

飛
鳥
の
仏
教
寺
院
は
、国
家
政
策
と
仏

教
と
の
関
わ
り
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、そ

の
性
格
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

６
３
９
年
に
初
め
て
天
皇
発
願
の
仏

教
寺
院
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。舒
明
天

皇
に
よ
る
百
済
大
寺
で
す
。そ
の
遺
跡

は
香
具
山
の
北
東
、吉
備
池
廃
寺
跡（
桜

井
市
吉
備
）と
さ
れ
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

に
よ
る
と
、金
堂
と
九
重
塔
を
備
え
て
い

た
と
あ
り
ま
す
。そ
の
後
、百
済
大
寺
は

６
７
３
年
に
天
武
天
皇
に
よ
り
高
市
大

寺（
橿
原
市
木
之
本
廃
寺
跡
か
）と
し
て

移
転
さ
れ
ま
し
た
。６
７
７
年
に
は
「
大

官
大
寺
」と
改
称
さ
れ
、国
家
第
一
の
寺

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。天
武
朝

は
壬
申
の
乱
を
経
て
、中
央
集
権
体
制

を
整
え
て
い
く
時
代
に
あ
た
り
ま
す
。こ

の
時
期
、蘇
我
氏
の
氏
寺
で
あ
っ
た
飛
鳥

寺
、天
智
天
皇
発
願
に
よ
る
川
原
寺
も

官
寺（
国
家
寺
院
）と
さ
れ
ま
し
た
。

６
９
４
年
、飛
鳥
宮
か
ら
藤
原
宮
・
藤
原

京
へ
政
治
の
中
心
が
移
り
ま
す
。中
央
集

権
国
家
を
象
徴
す
る
都
城
の
内
に
国
家

寺
院
を
配
置
す
る
た
め
、大
官
大
寺
は

再
び
移
転
し
ま
す
。藤
原
京
の
大
官
大

寺
は
、朱
雀
大
路
を
挟
ん
で
西
側
に
位

置
す
る
本
薬
師
寺
と
と
も
に
、国
家
を

守
護
す
る
寺
院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
官
大
寺
跡
に
は
一
辺
約
２４
ｍ
の
巨

大
な
塔
基
壇
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、高

さ
80
ｍ
余
り
の
九
重
塔
の
存
在
が
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。九
重
塔
は
北
魏
永
寧

寺
、百
済
弥
勒
寺
、新
羅
皇
龍
寺
な
ど
当

時
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
家
寺
院
に
採

用
さ
れ
た
象
徴
的
な
建
物
で
す
。藤
原

宮
大
極
殿
と
同
規
模
の
巨
大
な
金
堂
と

合
わ
せ
て
、国
家
鎮
護
を
担
っ
た
第
一
の

寺
院
の
偉
容
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
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藤
原
京
南
東
の
条
坊
に
移
さ
れ
た
大

官
大
寺
。今
は
香
具
山
南
麓
の
水
田
の
中

に
九
重
塔
、金
堂
の
基
壇
痕
跡
が
僅
か
に

残
り
往
時
の
伽
藍
の
存
在
を
示
し
て
い

ま
す
。１
９
７
４
年
よ
り
始
ま
っ
た
発
掘
調

査
に
よ
り
、講
堂
や
回
廊
、中
門
な
ど
の

遺
構
と
伽
藍
の
規
模
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
官
大
寺
は
７
１
１
年
、大
火
災
に
よ
り

金
堂
、講
堂
、塔
、中
門
、回
廊
な
ど
主
要
伽

藍
が
焼
失
し
ま
し
た
。こ
の
時
点
で
完
成

し
て
い
た
の
は
金
堂
と
講
堂
の
み
で
、塔
、

中
門
は
建
設
中
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

大
官
大
寺
は
平
城
遷
都
と
と
も
に
三
度

目
の
移
転
が
行
わ
れ
、平
城
京
大
安
寺
と

し
て
現
在
も
法
灯
を
継
い

で
い
ま
す
。聖
武
天
皇
に
よ

り
東
大
寺
が
建
立
さ
れ
る

ま
で
、国
家
の
筆
頭
寺
院
の

地
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
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大官大寺跡　九重塔基壇（北西から）

大
官
大
寺
跡
明
日
香
村

橿
原
市

大官大寺復元模型（南東から）：大官大寺は藤原京内随一の高さを誇る九重塔や巨大な金堂を
備えた飛鳥・藤原最大の寺院でした。（橿原市藤原京資料室模型より）

奈
良
の
世
界
遺
産
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル

検
索

大官大寺跡　伽藍範囲
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く
だ
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じ
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い
け
は
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じ

も
と
や
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し

じ

え
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ね
い　

じ

み

ろ
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じ

く
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い
よ
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し
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こ
う
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ゅ
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お
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の
も
と
は
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じ

じ
ん
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ん

藤原京に移された大官大寺跡（南東から撮影）：大和三山の香具山の南に位置し、現地では金堂や塔の基壇が地上に残されています。

1明日香村小山・橿原市南浦町
0近鉄橿原神宮前駅から石舞台方面行きバス
「明日香小山」下車　東へ450m
近鉄大和八木駅から橿原市昆虫館行きバス
「南浦町」下車　南へ350m

が  

ら
ん
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